
● 総務文教厚生委員会

常任委員会報告

 ◆ 消防団の設置等に関する条例の一部改
正・消防団員の定員、任免、給与、服
務等に関する条例の一部改正について

　社会情勢の変化、居住人口の減少等により、
団員確保が難しくなってきている状況があり、
第5分団を第6分団へ編入、大規模災害消防団員
の導入、学生の消防団の入団促進を図ります。
　委員からは、団員確保が困難になっている状況
に理解を示す意見がある一方、今年の消防操法
大会で第3分団が県で3位の成績を納めた時に受
けた感動が紹介され、消防団にかける心意気など
にストーリー性を持たせて、新しい団員を募集す
る際のアピールポイントとして訴えていくなど、
募集広報の工夫について意見が出されました。

 ◆ 教育会館施設整備事業について
　教育会館に全天候型のこどもの遊び場を整備
するとともに、教育会館を若者や高齢者を含む
多世代が利用できる施設に改修するための実施
設計予算が計上され、当委員会でも内容につい
て説明がありました。
　委員からは中央公園と教育会館の連携の中で

 ◆ 防災対策費【927万8,000円】
　市役所3階の第1、第2会議室を改修すること
で、災害時に円滑な情報収集、情報共有を可能
にして、大規模災害などにも対応可能な災害対
策本部の強化を図りたい、と説明がありました。
　委員からは、災害時には市民会館や教育会館
も災害対策本部に活かせる、急いで改修するの
ではなく、市役所の機能を今一度よく検討して
計画を立てるべきだ、といった意見や、中途半
端に改修するのではなく、災害時に対応可能な
対策本部にしてもらいたい、といった意見もあ
りました。
（緊急防災・減災事業債 充当率100％ 交付税
算入率 70％）

 ◆ 新規・結婚支援事業費
　【50万円（国2/3  33万3,000円】
〈委託事業者〉
　Amour（アムール）代表　石川 舞 氏
　経歴

　福井県地域の縁結びさん、チャイルドカウン
セラー、福井市、坂井市、勝山市で恋活イベ
ント開催など

〈業務内容〉
・独身の男女とその親等を対象にした婚活イ

ベントの周知、企画立案、くろすかつやま
（勝山市結婚相談事業）の管理運営。

・結婚・子育て支援等の情報発信、企業や結
婚相談員との連携、未婚者や若い世代への
PR。

 ◆ 多様な宿泊施設整備支援事業
　【6,300万円】
　昨年のガレージハウス型宿泊施設（道の駅隣
接地、令和7年12月開業予定）同様、北陸新幹線
の県内開業や今後の中部縦貫自動車道全線開通
に伴い、多様化する観光客のニーズに対応する
ため、観光資源を活かしたコンセプトルーム等、

　審査の結果､議案11件について全て可決しました｡

　　工事関係者すべての責任と負担は、事実経
過から疑問がある。
　「市民に負担させるのか」という市民の声は間
違っていない。市長は、これを否定するのか。
　市長等の給与減額は消費税にも満たず「処分
が不十分だ」との指摘がある。市長は、自分の
処分は終わったとの判断か。
　設計受託者・監理業者と施工業者は、「3,000㎡
以上の工事の着工30日前に必要な届出」だと知
りながら「確認せずに着工した」のに「善管注
意義務」はないのか。
　杭打ち工事の補償費は「移動すると4か月工
事が遅れる」との理由で、1か月の人件費まで
満額計上されているが、これは「事業者の都合」
ではないのか。
　　工事の一時中止に伴う増加費用は、国の
「工事の一時中止にかかるガイドライン」に基
づき市が支払う。市が負担するということは市
税も充てられるという点で市民も負担するとい
うことにあたると思っている。
　市長等の減給、関係職員の処分は終わってい
る。引き続き市を挙げて費用を圧縮し工事を円
滑に進め、中学校開校に向けて努力することで
責任を果たしていく。
　今回の届出義務者の市が、契約書にこの届出
業務のことを具体的に記載せず、協議もしてこ
なかったことから、設計受託者や工事施工業者
に責任は問えないと考えている。
　大型杭打機は、一時搬出すると数か月間別の
現場で作業するため、本工事再開時に杭工事施工
者が確保できなくなる。そのため工事再開を最
短1か月後に想定し増加費用を適正に算出した｡
　　あわら市が10月から小中学校の給食費を
無償化している。市長は「国が実施するまで勝
山市は無償化しない」という考えなのか。
　　食材料費の高騰による保護者負担を増やさ
ないよう、給食費の補助金増額や米代金を含む
炊飯業務を市が受け持つ等の対応した上で、無
償化実施は見送った。今後も国の動向を注視し
適切に対応したい。

一般質問  議:議員／理:理事者

　　当市は保育料無償化や応援金１１５（いい
こ）、そのほかにも不妊治療や育児に関しても
さまざまな施策を講じているが、移住へ繋げる
ためには知ってもらう必要がある。また、発信の
際には恐竜ブランドに加えて生活・産業・定住
の分野をバランスよくＰＲすることが不可欠で、
そもそももっと予算を増やすべきだと考える。
　現行の広告費の規模で十分と考えるか、それと
も人口減少という最大の課題に対応するため、広
告予算をさらに増額すべきだと認識しているか。
　その増額分を「支援制度検索ポータル」や
「移住支援バナー広告」といったＤＸ施策に重
点投資し、市民や移住希望者に役立つ情報を届
ける意思はあるか。
　　広告費については、新聞広告のほか新規事業
としてＹｏｕＴｕｂｅ広告に計上するとともに、予
算には含まれていないがプレスリリース配信サー
ビスＰＲＴＩＭＥＳを活用して市の取り組みや魅力
を全国の報道機関へ発信する事業にも取り組んで
いる。特にＹｏｕＴｕｂｅでは今年5月に行われた
平泉寺白山神社の御開帳にあわせた広告が成果を
得ており、インターネット広告が一定の効果を
持つことを確認できたと考えている。今後の広告
費の増額については、今回のＹｏｕｔｕｂｅ広告の
実績やＰＲＴＩＭＥＳの分析を踏まえ、費用対効果
を検証し必要に応じて増額を検討する。 
　また市では、常日頃から市民に伝わりやすい
情報発信を心掛けている。引き続き市ホーム
ページの構成を整理し、制度の探しやすさを改
善するとともに、利用者にとって分かりやすい
ウェブ環境の整備に努める。 
　移住支援では、まず既存のポータルサイトの情
報を整理・拡充した上で、ＹｏｕＴｕｂｅやＳＮＳ
等を活用した広告展開を検討する。また、観光関
連に限らず、子育て、教育、農林水産業といった
暮らしの魅力についても、ＳＮＳを通じて随時発
信を行っている。

● 新中学校建設工事で県に届出をせずに
　 違法に着工して3906万円の損害を発生
　 させた問題について
● 学校給食の無償化について
その他の質問
・与党が衆参両院とも過半数割れになっ
たのは、多くの国民が自民党政治への批判
と不満を示した結果であり、勝山市政にも
繋がる教訓について

一般質問  議:議員／理:理事者

● 広告費とＰＲについて

その他の質問
・市政の方向性について
・事業者支援について
・農林水産業の活性化について

● 予算委員会

　令和７年度勝山市一般会計補正予算（第2号）
について審査を行い､可決することに決しました｡

多様で魅力的な宿泊施設の整備を支援します。
　支援枠及び総事業費の予定額は、新規開業枠
が3件で9,050万円、一般枠が1件で450万円。
これに対する補助額6,300万円の内、1/2にあ
たる3,150万円は、県の補助になります。

 ◆ 中学校再編施設整備事業費
　【△1億5,683万2,000円】
　都市構造再編集中支援事業補助金の中学校再
編分として要望していた令和7年度補助金額の
内示が予定額を下回ったため、令和7年度の事
業費1億5,030万円を減額し、令和8年度に増額
して確保できるよう要望していくと説明があり
ました。委員からは、土壌汚染対策法第12条の
届出に伴う追加対策費の増額1,700万円に対し
て、本来やるべき作業を怠っていたことへの厳
しい指摘があり、今後買収予定である3中学校
跡地利用のあり方なども議論されました。

トイレの設置位置等が定まっていないこと、中庭
はどのようにしていくのか、これまでの議論で確
定していない部分について質疑がありました。
　理事者からは設計の中で工事費、優先順位も
含めて検討した上で、意見も聞きながら確定し
ていきたいとの説明がありました。
　委員からはこの確定にあたって市民とのワー
クショップの方法についても質疑がありました。
　理事者からは、ある程度案ができた段階で、
各団体の代表の方々の意見を取り入れるワーク
ショップを考えているとのことでした。
　委員会では今後の進捗も含め、審査を続けて
まいります。
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